




















































年には米国教育省から Japanese Educat ion 





































が 79. 2％、大学進学率が 12. 8％、本人教育年数
が 12. 1 年、父教育年数が 8. 8 年である一方、
SIMS世代の高校進学率は 96. 0％、大学進学率は







































































































値 67、平均 38. 5）と、父親の教育年数（最小値





























本稿では第 2 回国際数学教育調査（Second 
International Mathematics Study: SIMS）の概要
を紹介し、そのデータを用いた基礎分析を行う。
本 調 査 は 、 国 際 教 育 到 達 度 評 価 委 員 会








1991）。SIMSは 1964 年に行われた第 1 回国際数
学教育調査（First International Mathematics 
Study: FIMS）の後続調査であり、その後の調査
は 1995 年以降、4 年おきに行われている国際理
科・数学教育調査（Trends in International 













・ 「母集団A：学年の中間時点で、満 13 歳 0 月









・ 中学生（母集団 A）：国，公立中学校第 1 学
年の生徒。
・ 高校生（母集団B）：全日制高等学校第 3 学年
に在籍する生徒のうち、数学III等を週 5 時間
（5 単位）以上履修している生徒。
なお、前回のFIMSでは中学 2 年の 4 月に調査
が実施されたが、今回は後述のように単一年度内
に二度の調査を行う縦断調査ということもあり、
中学 1 年が対象とされた。中学 1 年の学年末には





（うち 222 校が公立、2 校が国立）、8000 生徒（う


















































































































なお、他の 136 題（数学問題III）は 4 等分さ
れ、その中の任意の 1 セット（34 題）が生徒に
与えられた（長崎・瀬沼 2000 も参照）。また先述
のとおり、SIMSは縦断調査であったため、該当













































































































標準偏差で 2. 45 のばらつきがある。最小値は中
学までの 9 年、最大値は大学までの 16 年である。
数学の学力は、40 点満点中 27. 6 点が平均で、標














平均 標準偏差 最小値 最大値 度数 欠損値の割合
父職業（国内コード） 2.97 1.71 1 8 4397 43.5％
父教育年数 12.05 2.45 9 16 3506 55.0％
数学学力 27.60 7.40 3 40 5845 24.9％
教育期待年数 13.47 1.85 9 16 7664 1.6％
学校外の数学学習 2.08 3.05 0 40 7016 9.9％
親の学習期待 7.86 1.60 2 10 7676 1.4％
数学学習意欲 15.85 2.49 5 25 7611 2.2％
日常的効用感 3.71 0.93 1 5 7675 1.4％
職業的効用感 3.28 1.02 1 5 7689 1.2％




欠損している生徒の数学学力の平均値は 27. 3 と
ほぼ平均並み（平均マイナス 0. 3 ポイント）で
あった。また、父学歴が欠損している生徒の数学




標準偏差で 1. 85 のばらつきがある。父の教育年
数と同様、最小値は 9 年、最大値は 16 年である。
学校外の数学学習は、週当たりの平均が 2 時間で、




は、第 3 節で示した 2 項目の合計からなり、最大
値 10 のうち平均が 7.86 とおおむね高いことが見
てとれる。数学の学習意欲は、5 項目の合計から
なり、最大値 25 のうち平均が 15. 85 となってい
る。日常的効用感は 1 項目のみからなり、5 件法
の最大値 5 のうち、平均が 3. 71 と比較的高いこ
とが分かる。職業的効用感も 1 項目からなり、最








26. 0％、4 年生大学までが 22. 7％となっている。
1967-68 年生まれで、SIMSが実施された 1980-





























中学まで 高校，各種学校まで 短大，高専まで 4 年制大学まで 計
男子 2.9 （114） 49.0 （1931） 14.0 （552） 34.1 （1343） 100.0 （3940）
女子 1.9 （71） 49.4 （1839） 26.0 （969） 22.7 （845） 100.0 （3724）

























あるが、父親が専門職の場合に 14. 3 年ともっと











中学まで 高校，各種学校まで 短大，高専まで 4 年制大学まで 計
父中学校 2.1 （10） 60.3 （580） 18.5 （178） 19.1 （184） 100.0 （962）
父高等学校 1.7 （30） 46.9 （828） 20.8 （368） 30.6 （541） 100.0 （1767）
父大学・短大 0.7 （5） 23.5 （180） 20.3 （155） 55.6 （425） 100.0 （765）
計 1.6 （55） 45.5 （1588） 20.1 （701） 32.9 （1150） 100.0 （3494）
注：単位はパーセント。カッコ内は度数。
表3　父親の職業別にみた本人の教育期待
中学まで 高校，各種学校まで 短大，高専まで 4 年制大学まで 計
専門職 0.7 （2） 30.8 （88） 21.3 （61） 47.2 （135） 100.0 （286）
経営・管理 1.7 （10） 37.7 （222） 20.4 （120） 40.2 （237） 100.0 （589）
一般事務系 2.5 （29） 46.5 （541） 17.3 （201） 33.8 （393） 100.0 （1164）
一般技術系 1.1 （11） 50.7 （489） 23.6 （227） 24.6 （237） 100.0 （964）
小事業主 1.2 （9） 50.1 （378） 22.2 （167） 26.5 （200） 100.0 （754）
農林漁業 3.5 （20） 60.9 （346） 17.1 （97） 18.5 （105） 100.0 （568）
パート・契約 4.8 （1） 61.9 （13） 9.5 （2） 23.8 （5） 100.0 （21）
無職 6.7 （2） 63.3 （19） 16.7 （5） 13.3 （4） 100.0 （30）




































































専門職 30.52 14.29 2. 02 8. 07 16.29 3. 67 3. 09 286
経営・管理 28.33 13.97 2. 14 8. 06 16.03 3. 71 3. 17 589
一般事務系 27.54 13.62 2. 09 7. 91 15.89 3. 73 3. 25 1164
一般技術系 27.45 13.42 2. 05 7. 79 15.89 3. 73 3. 32 964
小事業主 28.07 13.47 2. 08 7. 75 15.90 3. 73 3. 26 754
農林漁業 26.92 12.98 1. 74 7. 70 15.87 3. 74 3. 25 568
パート・契約 26.67 13.00 0. 67 7. 43 16.16 3. 50 3. 38 21
無職 24.43 12.67 2. 08 7. 57 15.83 3. 77 3. 27 30
グループ間の差 *** *** *** *** * 4376


















































父中学校 27.10 13.07 1. 87 7. 65 15.76 3. 72 3. 32 962
父高等学校 27.80 13.59 1. 89 7. 89 15.95 3. 73 3. 25 1767
父大学・短大 29.94 14.61 2. 37 8. 19 16.36 3. 72 3. 11 765
グループ間の差 *** *** *** *** *** *** 3494


















数学学力 0.134 *** 1. 000
教育期待年数 0.285 *** 0. 414 *** 1. 000
学校外の数学学習 0.057 *** -0. 120 *** 0. 007 1.000
親の学習期待 0.116 *** 0. 066 *** 0. 162 *** 0. 055 *** 1. 000
数学意欲 0.079 *** 0. 215 *** 0. 143 *** 0. 035 ** 0. 159 *** 1. 000
日常的有用性 0.001 0.017 0.040 *** 0. 029 * 0. 174 *** 0. 232 *** 1. 000
職業的有用性 -0.070 *** -0. 220 *** -0. 139 *** -0. 031 ** -0. 003 -0.321 *** -0. 041 *** 1. 000
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